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円山川流域委員会からの意見と提言について 

 

１．「円山川流域委員会からの意見と提言」の構成について 

「円山川流域委員会からの意見と提言」の構成は課題検討会での意見を踏ま

え以下のとおりとしました。  

 

表.1 「円山川流域委員会からの意見と提言」の構成 

章 目次タイトル 内    容 

第 1章 
円山川流域委員会 

について 
円山川流域委員会の目的と開催の概要 

第 2章 円山川の現状と課題 

2.1 円山川の現状把握：円山川の現状をデータ等をも

とに示した。 

2.2 流域委員会で議論した主な課題：流域委員会で議

論した様々な意見を整理し、円山川の課題として

とりまとめた。 

第 3章 
円山川のあるべき姿と

その実現を目指して 

・２章で示した円山川の現状や委員会で議論した課題か

ら導かれた円山川のあるべき姿を示した。 

・円山川のあるべき姿を実現するための川づくりの基本

的な考え方を示した。 

第 4章 
円山川の河川整備に 

関する意見と提言 

河川の整備に関する円山川流域委員会での様々な意見

を項目ごとに整理した。 

第 5章 
河川整備計画策定時の

住民意見反映のあり方

河川整備計画策定時における関係住民意見の反映のあ

り方についての委員の意見を整理した。 

第 6章 まとめ 本冊子のとりまとめ 
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2．内容の作成方法について 

各章の内容は以下のような方法で作成しました。 

 

表.2 「円山川流域委員会からの意見と提言」の内容の作成方法 

章 目次タイトル 作 成 方 法 

第 1章 
円山川流域委員会 

について 

開催した委員会等の日時及び議事等の内容を一覧表として

示し、それをもとに委員会の開催概要を整理した。 

第 2章 円山川の現状と課題 

2.1 円山川の現状把握：現地視察や河川管理者からの情報

提供及び各委員からの情報提供により得られた円山

川の現状を以下の項目にとりまとめた。 

(1) 流域と河川の概要（自然的・社会的側面） 

(2) 円山川の流況特性（洪水と平水） 

(3) 人の営みと円山川(主に直轄管理区間を対象として)

(4) 円山川直轄管理区間の治水 

(5) 円山川直轄管理区間の利水 

(6) 円山川直轄管理区間の景観 

(7) 円山川直轄管理区間の自然環境 

2.2 流域委員会で議論した主な課題：流域委員会で議論さ

れた内容を以下に示す項目に整理し、各項目に関する

意見をとりまとめた。 

(1) 治水対策と自然環境 

(2) 流域全体としての治水 

(3) ソフト対策 

(4) 平常時の川との接し方 

第 3章 
円山川のあるべき姿と

その実現を目指して 

円山川の現状及び流域委員会で議論した課題から、「円山川

のあるべき姿」を以下のとおりとりまとめた。 

・住民が安全に、安心して暮せる円山川 

・流域が一体となって、川の文化・情報を交流する円

山川 

・地域になじみ、人々に自然の恵みと安らぎを与える

円山川 

・美しい景観と豊かな自然が残る円山川 

・コウノトリが舞う円山川 

また、「円山川のあるべき姿」を実現するための基本的な考

え方を以下のようにとりまとめた。 

(1) 水害に強い地域づくり 

(2) 流域一貫とした計画 

(3) 地域になじんだ川づくり 

(4) 景観や豊かな自然環境の保全・再生 

(5) 円山川らしさへの配慮 
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章 目次タイトル 作 成 方 法 

第 4章 
円山川の河川整備に 

関する意見と提言 

流域委員会で議論された河川の整備に関する具体的な意見

を以下の2項目に分類して整理した。 

(1)住民が安全に、安心して暮らすために 

(2)自然の恵みをおもい次世代に引き継ぐために 

なお、流域委員会で議論された意見については、流域委員

会の中でとりまとめた「意見集約フロー図」（第11回委員

会及び第15回委員会）をもとに整理した。 

第 5章 
河川整備計画策定時の

住民意見反映のあり方

関係住民意見の反映のあり方についての各委員の意見を整

理し、以下の項目についてとりまとめた。 

(1) 意見を聴く関係住民の範囲 

(2) 意見の聴取方法 

(3) 周知・広報の方法 

(4) 住民意見の反映において重要と考えられること 

 


